
 

 

   市第1 4 2号議案 平成２７年度横浜市一般会計予算等の組み替えを求める動議 

 

 「市第1 4 2号議案 平成２７年度横浜市一般会計予算」等について、市長は、別紙要領

により速やかに組み替えを行い、再提出することを要求する。 

  

   平成２７年３月２０日提出 

  

    横浜市会議員 

      荒 木 由美子    岩 崎 ひろし    大 貫 憲 夫 

      白 井 正 子    古 谷 靖 彦 



（ 別 紙 ）  

１  組 み 替 え を 求 め る 理 由  

 安 倍 政 権 に よ る 経 済 政 策 ・ ア ベ ノ ミ ク ス で 、 日 本 経 済 は 好 循 環 の 局 面 に 入 っ

た と 政 権 与 党 は 盛 ん に 吹 聴 し て い る が 、 そ の 恩 恵 を 受 け て い る の は 、 大 企 業 だ

け で あ る 。 中 小 企 業 と 国 民 に は 波 及 し て い な い 。 国 民 の 暮 ら し 向 き は 、 消 費 税

の 引 き 上 げ や 、 社 会 保 障 の 全 面 的 切 り 下 げ の 中 で 、 厳 し さ が 増 す ば か り で あ

る 。 こ の こ と は 、 本 市 に お い て も 例 外 で は な い 。 地 方 自 治 体 の 使 命 は 、 住 民 の

福 祉 増 進 に あ る 。 横 浜 市 政 は 、 市 民 の 暮 ら し が よ く な る よ う 、 そ の 財 政 力 と マ

ン パ ワ ー を 振 り 向 け る こ と が 、 い よ い よ 重 要 と な っ て い る 。  

 今 、 求 め ら れ て い る 具 体 的 施 策 の 第 一 は 、 中 学 校 給 食 の 実 施 で あ る 。 文 部 科

学 大 臣 も 国 会 答 弁 で 繰 り 返 し 未 実 施 の 自 治 体 を な く し た い と 表 明 し て い る よ

う に 、 中 学 校 給 食 実 施 は 自 公 政 権 の 方 針 と も 言 え る 。 20の 政 令 市 の う ち 、 未 実

施 で あ っ た 川 崎 市 、 堺 市 が 実 施 を 決 め て い る 。 心 身 と も 著 し い 成 長 期 に あ る 中

学 生 に こ そ 、 栄 養 バ ラ ン ス の と れ た 給 食 提 供 と 給 食 を 通 し た 食 育 が 不 可 欠 と す

る 考 え は 今 や 公 論 で あ る 。  

 次 に 、 35人 学 級 の 拡 大 で あ る 。 全 国 の 政 令 市 で は 独 自 判 断 で 、 国 基 準 の 小 １

年 ２ 年 を 越 え て 、 35人 学 級 実 施 学 年 を ふ や し て い る 。 市 教 育 委 員 会 は 、 学 級 編

制 基 準 は 県 が 決 め る こ と と し て 、 拡 大 要 求 を 門 前 払 い し 、 法 を 盾 に し て 独 自 実

施 は 検 討 す ら し て い な い 。 少 人 数 学 級 の 教 育 効 果 は 、 デ ー タ で 客 観 的 に 実 証 さ

れ て お り 、 欧 米 や 韓 国 で も 少 人 数 学 級 が 当 た り 前 と な っ て い る 。 国 が や ら な い

と し た ら 、 子 供 た ち の た め に 、 基 礎 自 治 体 が か わ り を 果 た す べ き で あ る 。  

 新 年 度 、 小 児 医 療 費 （ 通 院 ） の 無 料 化 年 齢 が ２ 歳 引 き 上 げ ら れ 、 小 ３ ま で と

な る 。 し か し 、 小 ６ ま で 15自 治 体 、 中 ３ ま で 11自 治 体 と い う 県 内 33市 町 村 の 状

況 か ら 見 る と 、 所 得 制 限 の 緩 和 も な く 、 依 然 と し て 最 下 位 レ ベ ル に あ る と 言 わ

ざ る を 得 な い 。  

 子 供 を め ぐ る 貧 困 が 深 刻 と な っ て い る 。 そ の 改 善 に は 、 経 済 的 理 由 に よ り 就

学 が 困 難 な 児 童 生 徒 に 対 し 、 学 用 品 代 や 給 食 費 な ど の 援 助 を す る 就 学 援 助 制 度

を 拡 充 す る こ と が 有 効 で あ る 。 し か し 、 今 年 度 、 市 教 育 委 員 会 は 、 就 学 援 助 の

認 定 基 準 と な る 収 入 額 を 、 国 が 強 行 し た 生 活 保 護 基 準 額 引 き 下 げ に 連 動 し

て 、 ３ 年 に 及 ぶ 引 き 下 げ 計 画 を 立 て 、 即 実 施 し た 。 基 準 を 引 き 下 げ ず に 実 施 す

れ ば 就 学 援 助 制 度 が 受 け ら れ た 生 徒 数 は 今 年 の １ 月 時 点 で 10 3 9人 に も 上 っ て



い る 。 そ の 影 響 額 は 49 0 0万 円 で あ る 。 国 は 、 生 活 保 護 基 準 切 り 下 げ に 当 た

り 、 影 響 が 他 の 制 度 に 及 ば な い よ う 、 市 町 村 に 適 切 な 対 応 を 求 め て い た 。 文 部

科 学 省 の 調 査 で は 、 全 国 の 自 治 体 の 96％ は 引 き 下 げ 前 の 生 活 保 護 基 準 を 使 っ て

援 助 対 象 者 を 維 持 し 、 そ れ は 現 在 も 続 い て い る 。 市 教 育 長 は 、 国 の 通 知 を 無 視

し た 理 由 に つ い て 「 本 市 の 基 準 が 政 令 指 定 都 市 の 中 で も 高 い 水 準 で あ る 」 か ら

と し て い る 。 市 長 も 同 じ 見 解 で あ る 。 経 済 的 弱 者 に 冷 淡 な 仕 打 ち は 直 ち に や め

て 、 も と の 基 準 に 戻 す 予 算 措 置 は 、 国 で 新 た に 制 定 さ れ た 子 ど も の 貧 困 法 か ら

言 っ て も 待 っ た な し で あ る 。  

 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム の 待 機 者 数 は 、 在 宅 だ け で も 昨 年 10月 １ 日 現 在 で 5337 

人 。 市 の 第 ６ 期 介 護 計 画 で は 、 特 養 の 整 備 目 標 は 年 300床 、 そ の 一 方 で 有 料 老

人 ホ ー ム は 年 600床 、 あ ま り に も 有 料 老 人 ホ ー ム 任 せ と 言 わ ざ る を 得 な い 。 特

養 の 整 備 目 標 を 引 き 上 げ て 、 待 機 者 を 速 や か に 解 消 す る こ と は 、 市 民 要 望 に 沿

う も の で あ る 。  

 以 上 述 べ て き た 切 実 度 の 高 い 市 民 要 求 を 実 現 す る た め に 、 次 の 組 み 替 え の 基

本 方 針 及 び 内 容 に よ り 、 平 成 27年 度 の 予 算 の 再 提 出 を 要 求 す る 。  

 

２  組 み 替 え の 基 本 方 針  

 市 民 理 解 の 得 ら れ て い な い カ ジ ノ 誘 致 ・ 新 市 庁 舎 建 設 、 議 員 「 特 権 」 と も 言

わ れ て い る 海 外 視 察 と 費 用 弁 償 支 給 、 不 要 不 急 の 横 浜 環 状 北 西 線 ・ 南 線 整 備 事

業 、 市 街 地 拡 大 を 基 本 と す る 線 引 き 見 直 し 検 討 、 広 域 行 政 を 否 定 し 、 住 民 自 治

充 実 に 逆 行 す る 大 都 市 制 度 検 討 、 市 民 要 求 に 反 す る 業 者 弁 当 導 入 、 市 民 病 院 建

替 用 地 購 入 に 当 た っ て の 過 大 な 社 宅 移 転 補 償 な ど を 中 止 ・ 凍 結 し て 生 み 出 さ れ

る 財 源 を 、 中 学 校 給 食 の 実 施 、 35人 学 級 実 施 、 小 児 医 療 費 無 料 化 年 齢 引 き 上 

げ 、 就 学 援 助 事 業 、 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 建 設 、 同 報 防 災 行 政 無 線 設 置 、 市 営 住

宅 新 規 建 設 、 生 活 道 路 ・ 歩 道 整 備 事 業 の 各 施 策 に 配 分 ・ 追 加 す る 。 あ わ せ

て 、 市 債 発 行 額 を 減 ら し 、 財 政 健 全 化 の 一 助 と す る 。  

 

３  組 み 替 え の 内 容  

 不 要 不 急 の 大 型 公 共 事 業 の 凍 結 ・ 中 止 等 の 見 直 し で 新 た な 財 源 を 生 み 出

し 、 以 下 の と お り 、 市 民 向 け 事 業 の 継 続 ・ 拡 充 を 図 る 。  

 



（ １ ） 不 要 不 急 の 大 型 公 共 事 業 の 見 直 し 等 で 捻 出 す る 財 源  

① 高 速 横 浜 環 状 道 路 北 西 線 ・ 南 線 の 各 整 備 事 業 を 凍 結 し 、 市 債 106.5億 円 、  

一 般 財 源 3.7億 円  

② 埋 立 事 業 会 計 部 分 を 除 く 南 本 牧 ふ 頭 建 設 事 業 を 凍 結 し 、 市 債 49.2億 円 。  

③ 上 大 岡 西 口 地 区 再 開 発 事 業 へ の 繰 出 金 を ２ 分 の １ に 縮 減 し 、 一 般 財 源 18 

億 円 。  

④ 新 市 庁 舎 整 備 経 費 全 額 カ ッ ト し 、 一 般 財 源 0.9億 円 。  

⑤ Ｉ Ｒ 等 検 討 費 全 額 カ ッ ト し 、 一 般 財 源 0.1億 円 。  

⑥ 費 用 弁 償 ・ 海 外 視 察 費 全 額 カ ッ ト し 、 一 般 財 源 0.4億 円 。  

⑦ 線 引 き 見 直 し 経 費 、大 都 市 制 度 関 係 経 費 全 額 を カ ッ ト し 、一 般 財 源 0.3億 円 。 

⑧ 配 達 弁 当 導 入 経 費 全 額 を カ ッ ト し 、 一 般 財 源 1.8億 円 。  

⑨ 病 院 事 業 会 計 へ の 一 般 会 計 繰 入 金 を 減 額 し 、 一 般 財 源 1.4億 円 。  

以 上 捻 出 し た 市 債 155.7億 円 、 一 般 財 源 26.6億 円 合 わ せ て 182.3億 円 を 以 下 の

と お り 振 り 向 け る 。  

（ ２ ） 市 民 向 け 事 業 の 拡 充 、 復 元 を 図 る 所 要 額  

（ ア ） 中 学 校 給 食 の 実 施 （ 2016年 １ 月 よ り 開 始 、 ４ 年 計 画 で 全 校 に ）  

所 要 額 は 施 設 整 備 費 59.1億 円 （ 市 債 充 当 、 他 に 国 庫 補 助 金 6.6億 円 見 込 ） 、

運 営 費 3.7億 円 。  

（ イ ） 小 ３ で の 35人 学 級 の 実 施  施 設 整 備 1.4億 円 （ 市 債 ）  人 件 費 6.3億 円 。  

（ ウ ） 小 ６ ま で 小 児 医 療 費 助 成 制 度 を 拡 大  一 般 財 源 5.6億 円 。  

（ エ ） 就 学 援 助 現 行 認 定 基 準 を 2013年 度 基 準 に 戻 す  一 般 財 源 0.5億 円 。  

（ オ ） 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム の 建 設 （ 200人 定 員 ）  8.8億 円 （ 市 債 ） 。  

（ カ ） 同 報 防 災 行 政 無 線 の 設 置 事 業 （ ２ か 年 計 画 で 計 ４ 千 か 所 ）  60億 円  

（ 市 債 ） 。  

（ キ ） 市 営 住 宅 の 新 規 建 設 150戸  市 債 3.3億 円  一 般 財 源 9.3億 円 。  

（ ク ） 生 活 道 路 ・ 歩 道 整 備 予 算 に 10億 円 上 積 み （ 市 債 ） 。  

  以 上 ８ 施 策 に 市 債 142.6億 円 、 一 般 財 源 25.4億 円 を 支 出 す る 。  

（ ３ ） 一 般 財 源 1.2億 円 を 予 備 費 に 繰 り 入 れ る  

（ ４ ） 市 債 13.1億 円 を 削 減 す る  

（ ５ ） 病 院 事 業 会 計 の 歳 入 歳 出 予 算 を 1.4億 円 減 額 す る  


